
133 ――― 東西宗教研究　第 14–15 号・2015–2016 年

「
心
霊
上
の
事
実
」
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
、「
我
々
の
自
己
自
身
の

存
在
が
問
は
れ
る
時
、
自
己
自
身
が
問
題
と
な
る
時
、
は
じ
め
て
意

識
せ
ら
れ
る
」（
十
一
・
三
九
三
）と
語
ら
れ
る
。
西
田
に
お
い
て「
心

霊
上
の
事
実
」
と
は
、
自
己
が
問
題
と
な
る
最
も
具
体
的
な
現
実
で

あ
り
、「
此
の
事
実
を
見
詰
め
て
行
く
時
、
我
々
に
宗
教
の
問
題
と

云
ふ
も
の
が
起
こ
つ
て
来
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（
十
一
・
三
九
三
～

三
九
四
）
と
言
わ
れ
る
。
自
己
の
存
在
を
問
う
も
の
が
宗
教
で
あ
る

が
ゆ
え
に
、
西
田
は
宗
教
と
道
徳
を
も
明
確
に
区
別
す
る
。「
道
徳

の
立
場
か
ら
は
、
自
己
の
存
在
と
云
ふ
こ
と
は
問
題
と
な
ら
な
い
。

如
何
に
鋭
敏
な
る
良
心
と
云
へ
ど
も
、
自
己
そ
の
も
の
の
存
在
を
問

題
と
な
せ
な
い
」。
な
ぜ
な
ら
、「
如
何
に
自
己
を
罪
悪
深
重
と
考
へ

て
も
、
道
徳
は
自
己
の
存
在
か
ら

4

4

4

4

4

4

4

で
あ
る
が
故
」（
十
一
・
三
九
三
、

は
じ
め
に

「
第
四
編
は
、
余
が
、
か
ね
て
哲
学
の
終
結
と
考
へ
て
ゐ
る
宗
教

に
就
い
て
余
の
考
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
」（
一
・
三1

）。
西
田
幾
多

郎
（
一
八
七
五
～
一
九
四
五
）
は
初
期
の
代
表
作
で
あ
る
『
善
の
研

究
』（
一
九
一
一
年
）
の
序
で
こ
う
語
り
、
遺
稿
で
も
あ
る
「
場
所

的
論
理
と
宗
教
的
世
界
観
」（
一
九
四
六
）
で
も
宗
教
的
世
界
観
を

哲
学
の
考
究
課
題
と
し
た
。
西
田
の
思
索
の
中
心
に
宗
教
が
据
え
ら

れ
て
い
る
こ
と
に
は
間
違
い
な
い
が
、
西
田
の
宗
教
に
対
す
る
語
り

は
、
決
し
て
哲
学
の
特
殊
形
態
を
論
じ
る
に
際
し
て
な
さ
れ
た
わ
け

で
は
な
く
、
西
田
の
中
心
課
題
で
あ
る
現
実
把
握
と
一
つ
と
な
っ
た

も
の
で
あ
る2

。「
場
所
的
論
理
と
宗
教
的
世
界
観
」
で
は
、
宗
教
は

西
田
哲
学
に
お
け
る
ア
ガ
ペ
ー
論

石
井
砂
母
亜



134 

傍
点
引
用
者
）
に
、
道
徳
の
立
場
か
ら
は
自
己
の
存
在
は
問
え
な
い

か
ら
で
あ
る
。
西
田
哲
学
は
自
己
の
存
在
を
問
い
う
る
実
在
の
論
理

構
造
を
最
晩
年
ま
で
考
究
し
続
け
た
哲
学
で
あ
り
、
西
田
の
宗
教
へ

の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
宗
教
が
〈
我
々
の
自
己
の
存
在
そ
の
も
の
〉
を

問
題
と
し
、「
自
己
の
自
己
矛
盾
的
存
在
た
る
」
自
覚
を
ひ
ら
く
そ

の
事
実
に
向
け
ら
れ
て
い
る
。̀

本
稿
で
は
西
田
の
宗
教
論
が
自
己
の
存
在
を
問
う
も
の
で
あ
る
こ

と
を
踏
ま
え
つ
つ
、『
善
の
研
究
』
当
初
か
ら
宗
教
論
の
中
心
に
「
愛
」

が
据
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
注
目
し
、
西
田
の
宗
教
論
を
愛
の
概
念

の
展
開
と
し
て
位
置
づ
け
て
ゆ
き
た
い
。
特
に
、
西
田
が
愛
の
問
題

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
だ
『
善
の
研
究
』
期
と
『
無
の
自
覚
的
限
定
』

期
を
取
り
上
げ
る
中
で3

、
西
田
の
愛
論
の
展
開
を
見
て
ゆ
く
。
西
田

の
愛
論
が
最
終
的
な
形
で
提
示
さ
れ
る
の
は
最
晩
年
の
「
場
所
的
論

理
と
宗
教
的
世
界
観
」
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
詳
細
に
取
り
上
げ
る

紙
幅
を
持
た
な
い
。「
お
わ
り
に
」
と
い
う
形
で
、
愛
論
の
展
開
の

最
終
的
な
か
た
ち
に
触
れ
ら
れ
れ
ば
と
思
う
。

『
善
の
研
究
』
に
お
け
る
愛
の
問
題

西
田
が
『
善
の
研
究
』
の
中
で
愛
を
問
題
に
す
る
の
は
、
第
四
編

「
宗
教
」
の
、
と
り
わ
け
後
で
付
加
さ
れ
た
最
終
章
に
お
い
て
で
あ

る
。
第
四
編
は
五
章
か
ら
な
り
、
第
一
章
で
「
宗
教
的
要
求
」、
第

二
章
で
「
宗
教
の
本
質
」、第
三
章
で
「
神
」
の
定
義
、第
四
章
で
「
神

と
世
界
」
の
関
係
、第
五
章
で
「
知
と
愛
」
の
関
係
が
考
究
さ
れ
る
。

西
田
は
、
宗
教
的
要
求
を
「
自
己
の
生
命
に
就
い
て
の
欲
求
…
…

我
々
の
自
己
が
そ
の
相
対
的
に
し
て
有
限
な
る
こ
と
を
覚
知
す
る
と

共
に
、
絶
対
無
限
の
力
に
合
一
し
て
之
に
由
り
て
永
遠
の
真
生
命
を

得
ん
と
欲
す
る
の
要
求
」（
一
・
一
六
九
）
と
定
義
し
て
い
る
。
小
川

圭
治
が
指
摘
す
る
よ
う
に4

、
西
田
は
最
晩
年
に
至
る
ま
で
宗
教
の
核

心
を
「
ガ
ラ
テ
ヤ
の
信
徒
へ
の
手
紙
」
二
章
二
〇
節
を
引
用
し
て
説

明
す
る
が
、『
善
の
研
究
』
に
お
い
て
も
こ
れ
を
引
い
て

パ
ウ
ロ
が
「
既
に
わ
れ
生
け
る
に
あ
ら
ず
基
督
我
に
あ
り
て
生

け
る
な
り
」
と
い
つ
た
様
に
、
肉
的
生
命
の
凡
て
を
十
字
架
に

釘
付
け
了
り
て
独
り
神
に
由
り
て
生
き
ん
と
す
る
の
情
で
あ
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神
は
我
々
の
精
神
活
動（
意
識
）の
根
底
に
働
く「
統
一
的
或
者
」（
一
・

一
八
一
）、「
宇
宙
の
統
一
者
で
あ
り
実
在
の
根
柢
」（
一
・
一
八
二
）

と
理
解
さ
れ
て
い
る
。
人
格
も
愛
も
こ
の
「
統
一
的
或
者
」
に
帰
せ

ら
れ
る
概
念
で
あ
り
、
西
田
は
神
の
統
一
作
用
を
「
愛
」、
ま
た
神

の
統
一
す
る
力
を
「
人
格
」
と
整
理
し
た
上
で
、
汎
神
論
的
な
神
観

を
提
示
す
る
。「
神
は
宇
宙
の
根
柢
た
る
一
大
人
格
で
あ
る
と
い
は

ね
ば
な
ら
ぬ
。…
…
宇
宙
は
神
の
人
格
的
発
現
と
い
ふ
こ
と
と
な
る
」

（
一
・
一
八
二
）。

「
人
格
」
と
い
う
言
葉
は
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
個
的
実
体

と
し
て
の
人
格
概
念
で
な
い
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
む
し
ろ
二
項
関

係
を
統
一
す
る
力
あ
る
い
は
統
一
作
用
と
し
て
理
解
さ
れ
て
お
り
、

こ
の
統
一
に
預
か
る
こ
と
が
宗
教
の
本
質
と
さ
れ
て
い
る
。
実
際
、

実
在
を
「
統
一
」
と
い
う
モ
チ
ー
フ
か
ら
導
き
出
そ
う
と
す
る
西
田

は
、「
最
深
の
宗
教
は
神
人
同
体
の
上
に
成
立
す
る
こ
と
が
で
き
、

宗
教
の
真
意
は
こ
の
神
人
合
一
の
意
義
を
獲
得
す
る
に
あ
る
」（
一
・

一
七
七
）
と
語
り
、
宗
教
の
本
質
は
「
神
人
合
一
」
に
見
ら
れ
、
愛

は
「
二
つ
の
人
格
が
合
し
て
一
と
な
る
の
謂
」（
一
・
一
七
六
）
と
言

る
。
真
正
の
宗
教
は
自
己
の
転
換
、
生
命
の
革
新
を
求
め
る
の

で
あ
る
。（
一
・
一
六
九
）

と
強
調
し
て
い
る
。
自
己
の
否
定
的
転
換
あ
る
い
は
自
己
実
現
と
い

う
モ
チ
ー
フ
が
西
田
の
宗
教
論
の
核
心
で
あ
り
、「
場
所
的
論
理
と

宗
教
的
世
界
観
」
に
お
い
て
も
「
我
々
の
自
己
は
そ
の
生
命
の
根
源

に
於
て
、
何
時
も
絶
対
的
一
者
と
の
、
即
ち
神
と
の
対
決
に
立
つ
て

居
る
の
で
あ
る
、
永
遠
の
死
か
生
か
を
決
す
べ
き
立
場
に
立
つ
て
居

る
の
で
あ
る
」（
十
一
・
四
二
七
）
と
語
ら
れ
る
。
西
田
の
宗
教
に
対

す
る
基
本
的
な
態
度
は
自
己
の
否
定
的
転
換
な
い
し
実
現
で
あ
り
、

そ
の
意
味
で
は
『
善
の
研
究
』
以
降
、
西
田
の
宗
教
に
対
す
る
態
度

は
変
わ
ら
な
い
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
神
人
関
係
に
関
し

て
見
る
限
り
、『
善
の
研
究
』
と
「
場
所
的
論
理
と
宗
教
的
世
界
観
」

で
は
そ
の
理
解
を
大
き
く
異
に
し
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
こ

う
し
た
変
化
は
一
言
で
言
え
ば
、
神
と
人
間
と
の
関
係
を
切
れ
目
の

な
い
〈
合
一
〉
に
見
る
か
否
か
で
あ
り
、
本
稿
は
こ
こ
に
西
田
哲
学

の
愛
論
の
深
化
の
所
産
を
見
る
。

『
善
の
研
究
』
で
は
、
実
在
は
「
意
識
現
象
」
と
し
て
考
究
さ
れ
、
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い
っ
て
、
直
ち
に
仏
教
と
結
び
付
け
て
理
解
す
べ
き
で
は
な
い
で
あ

ろ
う7

。
『
善
の
研
究
』
期
の
西
田
は
、
愛
を
実
在
（
意
識
現
象
）
の
根
底

に
働
く
「
統
一
的
或
者
」
の
自
発
自
展
の
う
ち
に
位
置
づ
け
、「
神

は
凡
て
の
実
在
の
根
柢
と
し
て
、
其
愛
は
平
等
普
遍
で
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
且
つ
そ
の
自
己
発
展
其
者
が
直
に
我
々
に
取
り
て
無
限
の
愛

で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」（
一
・
一
八
五
）
と
語
る
。
神
は
自
ら
を
人
間

と
結
び
つ
け
る
統
一
力
で
あ
り
、
そ
の
可
能
根
拠
は
神
と
人
間
と
の

同
一
性
に
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
神
が
自
ら
を
愛
す
る
こ
と
が
同
時
に

人
間
を
愛
す
る
こ
と
で
あ
り
、
人
間
が
自
ら
を
愛
す
る
こ
と
が
同
時

に
自
ら
の
根
底
と
し
て
の
神
を
愛
す
る
こ
と
に
な
り
、
西
田
は
「
神

の
統
一
作
用
は
直
に
万
物
の
統
一
作
用
」、「
神
の
他
愛
は
即
ち
そ
の

自
愛
」（
一
・
一
八
五
）
と
結
論
づ
け
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
な
議
論
の
最
後
に
第
五
章
「
知
と
愛
」
が
置
か
れ
、

西
田
の
愛
論
が
展
開
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
知
と
愛
が
自
他
合
一
を

旨
と
す
る
「
同
一
の
精
神
作
用
」（
一
・
一
九
七
）
と
論
じ
ら
れ
、
知

と
愛
を
区
別
す
る
考
え
方
そ
の
も
の
が
実
在
世
界
の
抽
象
化
に
過
ぎ

わ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
注
目
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、『
善

の
研
究
』
期
に
お
け
る
西
田
が
「
神
人
合
一
」
の
可
能
根
拠
を
両
者

の
同
一
性
に
見
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。「
我
々
が
神
を
敬
し
神
を
愛

す
る
の
は
神
と
同
一
の
根
底
を
有
す
る
が
故
」（
一
・
一
七
六
）
と
す

る
西
田
に
お
い
て
、
愛
は
同
一
の
根
底
を
持
つ
も
の
の
統
一
作
用
と

捉
え
ら
れ
て
い
る
。
西
田
の
こ
う
し
た
発
言
は
汎
神
論
的
で
あ
り
、

人
格
を
個
的
実
体
と
取
ら
な
い
西
田
の
宗
教
論
を
仏
教
的
伝
統
に
基

づ
い
て
形
成
さ
れ
た
も
の
と
理
解
す
る
傾
向
は
強
い
。
小
川
は
こ
こ

に
西
田
と
キ
リ
ス
ト
教
の
断
絶
を
見
よ
う
と
す
る5

。
個
的
実
体
と
し

て
の
人
格
概
念
は
、
確
か
に
西
洋
の
形
而
上
学
的
伝
統
に
お
い
て
は

主
流
で
あ
る
。
し
か
し
、
キ
リ
ス
ト
教
の
三
位
一
体
論
は
、
個
的
実

体
と
し
て
括
る
こ
と
の
で
き
な
い
神
の
神
に
対
す
る
関
係
が
前
提
と

な
っ
て
い
る
。
キ
リ
ス
ト
教
の
根
柢
に
は
個
的
実
体
と
し
て
は
括
れ

な
い
人
格
概
念
の
伝
統
が
あ
り
、
田
中
裕
は
こ
の
伝
統
を
「
人
格
を

〈
実
体
〉
で
は
な
く
〈
関
係
〉
と
見
な
す
伝
統6

」
と
言
い
表
し
て
い
る
。

人
格
を「〈
関
係
〉と
見
な
す
伝
統
」が
キ
リ
ス
ト
教
に
も
あ
る
限
り
、

西
田
の
愛
論
が
〈
関
係
を
繋
ぐ
〉
も
の
と
理
解
さ
れ
て
い
る
か
ら
と
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の
西
田
の
宗
教
観
、
道
徳
観
を
良
く
表
わ
し
て
い
る
。『
善
の
研

究
』
で
は
、
道
徳
と
宗
教
の
区
別
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
む
し
ろ
道
徳

の
完
成
と
し
て
宗
教
は
理
解
さ
れ
る
。「
学
問
も
道
徳
も
皆
仏
陀
の

光
明
で
あ
り
、
宗
教
と
い
ふ
者
は
此
作
用
の
極
致
で
あ
る
」（
一
・

一
九
九
）。
ま
た
、「
主
客
相
没
し
物
我
相
忘
れ
天
地
唯
一
実
在
の
活

動
あ
る
の
み
な
る
に
至
つ
て
、
甫

は
じ
めめ
て
善
行
の
極
致
に
達
す
る
の
で

あ
る
」（
一
・
一
五
六
）
と
強
調
さ
れ
る
道
徳
的
境
地
は
、西
田
の
「
天

地
同
根
万
物
一
体
」（
一
・
一
五
六
）
と
い
う
世
界
観
に
支
え
ら
れ
、

こ
う
し
た
汎
神
論
的
な
世
界
観
は
西
田
の
宗
教
論
の
中
核
と
な
っ
て

い
る
。
道
徳
の
完
成
と
い
う
観
点
か
ら
宗
教
を
論
じ
る
が
ゆ
え
に
、

『
善
の
研
究
』
で
の
愛
は
エ
ロ
ス
的
な
〈
上
昇
的
な
自
己
実
現
〉
と

い
う
モ
デ
ル
で
捉
え
ら
れ
、「
愛
と
い
う
の
は
凡
て
自
他
一
致
の
感

情
で
あ
る
。
主
客
合
一
の
感
情
で
あ
る
。
…
…
プ
ラ
ト
ー
は
有
名
な

『
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ー
ム
』
に
於
て
愛
は
欠
け
た
る
者
が
元
の
全
き
状
態

に
還
ら
ん
と
す
る
情
で
あ
る
と
い
つ
て
居
る
」（
一
・
一
五
六
）
と
も

語
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
語
り
は
、
道
徳
と
宗
教
を
峻
別
し
、「
私
と

汝
と
を
包
摂
す
る
何
ら
の
一
般
者
も
な
い
」（
六
・
三
八
一
）
と
規
定

な
い
と
指
摘
さ
れ
る
。
西
田
は
数
学
者
が
数
理
に
没
頭
す
る
例
を
挙

げ
、
数
学
者
が
寝
食
を
忘
れ
て
数
理
に
没
頭
で
き
る
の
は
、
解
を
得

た
い
と
い
う
知
的
好
奇
心
を
越
え
て
そ
こ
に
数
理
そ
の
も
の
へ
の

愛
が
あ
る
か
ら
で
あ
り
、
逆
に
数
理
そ
の
も
の
へ
の
愛
が
あ
る
か
ら

解
を
得
た
い
と
思
う
の
だ
と
言
及
し
て
い
る
。「
物
を
知
る
に
は
之

を
愛
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
物
を
愛
す
る
に
は
之
を
知
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
」

（
一
・
一
九
七
）。
こ
こ
で
は
知
と
愛
が
一
つ
に
な
っ
て
働
く
精
神
作

用
が
「
主
客
合
一
の
作
用
…
…
我
が
物
に
一
致
す
る
作
用
」（
一
・

一
九
六
）、「
我
々
が
自
己
の
好
む
所
に
熱
中
す
る
時
は
殆
ど
無
意
識

で
あ
る
。
自
己
を
忘
れ
、
唯
自
己
以
上
の
不
可
思
議
力
が
独
り
堂
々

と
し
て
働
い
て
居
る
。
此
時
が
主
も
な
く
客
も
な
く
、
真
の
主
客
合

一
で
あ
る
。
此
時
が
知
即
愛
、
愛
即
知
で
あ
る
」（
一
・
一
九
八
、
傍

点
引
用
者
）
と
論
及
さ
れ
る
。「
純
粋
経
験
の
事
実
が
唯
一
の
実
在

で
あ
つ
て
神
は
そ
の
統
一
で
あ
る
」（
一
・
一
八
九
）
と
語
る
西
田
に

お
い
て
、
こ
の
統
一
作
用
そ
の
も
の
に
な
り
き
る
と
こ
ろ
に
宗
教
の

本
質
が
あ
る8

。

西
田
の
知
と
愛
を
め
ぐ
る
こ
う
し
た
議
論
は
、『
善
の
研
究
』
期
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般
者
の
自
覚
的
体
系
』
所
収0

）
で
あ
る
。
同
論
文
で
は
道
徳
の
完
成

と
し
て
の
宗
教
観
は
払
拭
さ
れ
、
む
し
ろ
道
徳
か
ら
宗
教
へ
の
転
換

に
伴
う
自
己
否
定
的
契
機
が
強
調
さ
れ
るa

。
他
方
で
「
宗
教
的
意
識

に
於
て
は
、
我
々
は
身
心
脱
落
し
て
、
絶
対
無
の
意
識
に
合
一
す
る
」

（
五
・
一
七
七
）
と
も
語
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
四
年
後
に
執
筆
さ
れ
た

『
無
の
自
覚
的
限
定
』
と
は
立
場
を
異
に
し
て
い
る
。
と
い
う
の
も
、

同
論
文
集
で
は
〈
合
一
〉
と
い
う
言
葉
は
敢
え
て
避
け
ら
れ
、
神
と

人
間
、
個
と
個
の
関
係
が
際
立
っ
て
論
及
さ
れ
る
か
ら
で
あ
るb

。

「
我
々
の
人
格
と
考
へ
ら
れ
る
も
の
は
そ
の
一
歩
一
歩
が
絶
対
に

自
由
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
自
由
な
る
も
の
の
統
一
と
し
て
人
格

と
い
ふ
も
の
が
あ
る
」（
六
・
二
七
七
）。『
無
の
自
覚
的
限
定
』
で
は
、

「
一
歩
一
歩
が
絶
対
に
自
由
」
な
個
と
個
の
〈
関
係
〉
か
ら
〈
人
格
〉

が
問
題
に
さ
れ
、
自
由
な
る
個
を
切
り
結
ぶ
働
き
と
し
て
〈
愛
〉
が

考
究
さ
れ
る
。
愛
と
は
、決
し
て
結
び
つ
く
こ
と
の
な
い
も
の
の「
飛

躍
的
統
一
」（
六
・
二
七
七
）
で
あ
り
、〈
自
他
合
一
〉
と
い
う
モ
チ

ー
フ
に
よ
る
愛
の
考
究
は
否
定
さ
れ
る
。「
普
通
に
は
愛
と
い
ふ
こ

と
を
単
に
自
他
合
一
と
考
へ
て
居
る
が
、
…
…
単
な
る
自
他
合
一
は

す
る
『
無
の
自
覚
的
限
定
』
の
立
場
と
は
一
線
を
画
す
も
の
の
、
前

期
西
田
の
宗
教
論
が
、
脱
自
的
な
愛
を
中
心
に
展
開
さ
れ
て
い
る
こ

と
も
事
実
で
あ
ろ
う
。
主
体
の
生
命
が
、
愛
の
対
象
で
あ
る
「
他
」

の
生
命
を
生
き
る
こ
と
へ
と
否
定
的
に
転
換
さ
せ
ら
れ
る
。
ガ
ラ
テ

ヤ
書
の
言
葉
を
最
晩
年
ま
で
引
用
し
つ
づ
け
る
西
田
に
お
い
て
、
愛

と
は
「
元
の
全
き
状
態
に
還
ら
ん
と
す
る
」
脱
自
の
運
動
で
あ
り
、

そ
れ
は
言
い
換
え
れ
ば
自
分
に
固
有
の
生
命
を
生
き
る
あ
り
方
か

ら
、
愛
の
対
象
の
生
命
を
生
き
る
あ
り
方
へ
と
転
換
さ
せ
ら
れ
る
事

態
で
も
あ
る9

。
ま
た
、
こ
の
脱
自
的
愛
は
神
の
統
一
作
用
の
自
発
自

展
に
根
拠
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
西
田
が
唯
一
の
実
在
と
し
て
語
り
出

す
「
純
粋
経
験
」
そ
の
も
の
が
脱
自
的
愛
か
ら
展
開
さ
れ
て
い
る
と

見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

『
無
の
自
覚
的
限
定
』
に
お
け
る
ア
ガ
ペ
ー
論

パ
ラ
ド
ク
ス
と
し
て
の
愛

『
善
の
研
究
』（
一
九
一
一
年
）
以
降
、
宗
教
論
と
し
て
位
置
づ
け

ら
れ
る
の
は
、
一
九
二
八
年
に
発
表
さ
れ
た
「
叡
知
的
世
界
」（『
一
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今
自
身
を
限
定
す
る
瞬
間
に
於
て
神
に
触
れ
る
と
い
ふ
こ
と
が
で
き

る
」（
六
・
一
四
七
）。
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
の
「
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
」
は
人

間
が
神
に
触
れ
ら
れ
る
そ
の
瞬
間
に
お
け
る
パ
ラ
ド
ク
ス
で
あ
る

が
、そ
れ
は
現
在
に
対
す
る
人
間
の
本
来
的
な
関
わ
り
方
に
お
い
て
、

眼
を
見
開
い
て
直
視
す
る
瞬
間A

ugenblick

に
お
け
る
〈
キ
リ
ス

ト
の
受
肉
〉
の
反
復
と
い
う
形
で
問
題
に
さ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
瞬

間
に
お
け
る
パ
ラ
ド
ク
ス
と
は
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
に
お
け
る
神
人

の
パ
ラ
ド
ク
ス
で
あ
り
、
瞬
間
と
は
神
が
人
間
と
な
る
瞬
間
、
す
な

わ
ち
受
肉
の
瞬
間
で
あ
る
。〈
結
び
つ
か
な
い
〉
も
の
が
結
び
つ
く

そ
れ
が
パ
ラ
ド
ク
ス
で
あ
り
、
西
田
は
こ
こ
に
永
遠
と
時
間
、
神
と

人
間
と
の
関
係
を
見
よ
う
と
す
る
。
ま
た
、
結
び
つ
か
な
い
も
の
が

〈
結
び
つ
く
〉
と
い
う
パ
ラ
ド
ク
ス
に
、
西
田
は
〈
愛
〉
の
究
極
的

な
か
た
ち
を
見
よ
う
と
す
る
。
す
で
に
概
観
し
た
よ
う
に
、『
善
の

研
究
』
に
お
い
て
考
究
さ
れ
た
愛
は
「
統
一
的
或
者
」
に
帰
せ
ら
れ

る
「
統
一
作
用
」
で
あ
り
、
ま
た
統
一
の
可
能
根
拠
も
神
と
人
間
の

そ
の
同
一
性
に
置
か
れ
て
い
た
。
し
か
し
『
無
の
自
覚
的
限
定
』
で

は
、愛
は
決
し
て
結
び
つ
く
こ
と
の
な
い
「
自
由
な
る
も
の
の
統
一
」

愛
で
は
な
く
し
て
一
種
の
衝
動
に
過
ぎ
な
い
」（
六
・
二
七
八
）。
西

田
は
「
永
遠
の
今
の
自
己
限
定
」
と
い
う
形
式
か
ら
、「
一
歩
一
歩

が
絶
対
に
自
由
」
な
人
格
が
「
飛
躍
的
統
一
」
を
な
し
て
ゆ
く
構

造
を
問
題
に
し
て
い
る
。「
真
に
時
と
い
ふ
も
の
が
考
へ
ら
れ
る
に

は
、
非
連
続
の
連
続
と
し
て
考
へ
ら
れ
る
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
時
は
現
在
の
底
に
消
え
行
く
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
矛

盾
の
統
一
と
し
て
時
と
い
ふ
も
の
が
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
」（
六
・

二
七
九
）。
西
田
は
、「
現
在
の
底
に
消
え
行
く
」
時
間
が
そ
の
「
消

え
行
く
」
と
こ
ろ
に
お
い
て
統
一
さ
れ
る
構
造
を
「
永
遠
の
今
の
自

己
限
定
」
と
語
る
こ
と
で
、
永
遠
と
時
間
の
パ
ラ
ド
キ
シ
カ
ル
な
関

係
に
お
い
て
具
体
的
な
世
界
を
考
究
し
よ
う
と
す
る
。
本
稿
の
関
心

は
、
こ
う
し
た
永
遠
と
時
間
の
パ
ラ
ド
キ
シ
カ
ル
な
関
係
か
ら
世
界

が
問
題
に
さ
れ
る
と
こ
ろ
に
あ
り
、
と
り
わ
け
愛
が
「
現
在
の
底
に

消
え
行
く
」
時
間
の
「
飛
躍
的
統
一
」
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ

に
向
け
ら
れ
る
。
西
田
は
自
ら
の
時
間
論
が
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
の
瞬
間

論
と
共
鳴
す
る
と
告
白
す
る
。「
そ
れ
は
ケ
ェ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
の
パ
ラ

ド
ッ
ク
ス
と
い
ふ
如
き
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
我
々
は
今
が
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己
が
自
己
に
於
て
自
己
を
見
る
」
と
い
う
中
期
の
自
覚
の
議
論
に
呼

応
す
る
が
、
後
期
西
田
に
お
い
て
自
覚
は
私
の
存
在
構
造
（
そ
し
て

私
が
於
か
れ
て
い
る
世
界
の
構
造
）
を
意
味
す
る
も
の
と
し
て
登
場

す
る
。
西
田
は
私
の
自
覚
を
「
絶
対
の
他c

」
と
い
う
術
語
か
ら
主
題

化
し
、
次
の
よ
う
に
語
る
。

自
己
が
絶
対
に
他
な
る
も
の
と
一
で
あ
る
と
云
ふ
こ
と
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
、
自
己
の
中
に
絶
対
の
他
を
見
、
絶
対
の
他
の

中
に
自
己
を
見
る
と
云
ふ
こ
と
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
絶
対

に
他
な
る
も
の
と
は
考
へ
る
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。

而
も
そ
れ
が
私
を
し
て
私
た
ら
し
め
る
も
の
で
あ
る
と
い
ふ
所

に
、
真
の
死
即
生
の
意
味
が
あ
る
の
で
あ
る
。
…
…
我
々
の
人

格
的
生
命
と
考
へ
ら
れ
る
も
の
の
根
底
に
は
、
…
…
絶
対
に
独

立
な
る
個
物
の
統
一
と
い
ふ
こ
と
が
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。（
六
・

三
七
八
）

こ
こ
で
は
、〈
主
体
に
よ
っ
て
は
回
収
さ
れ
え
な
い
「
絶
対
の
他
」〉

に
お
い
て
自
己
が
獲
得
さ
れ
る
、
と
い
う
自
覚
構
造
が
問
題
に
さ
れ

て
い
る
。
西
田
に
お
い
て
特
徴
的
な
の
は
、
こ
の
よ
う
な
論
理
構
造

（
六
・
二
七
七
）と
論
じ
ら
れ
る
。
決
し
て
結
び
つ
く
こ
と
の
な
い「
自

由
な
る
も
の
の
統
一
」、
言
い
換
え
れ
ば
「
掴
む
こ
と
の
で
き
な
い

瞬
間
が
瞬
間
自
身
を
限
定
す
る
」
と
こ
ろ
に
、
西
田
は
永
遠
な
る
神

が
自
ら
を
犠
牲
に
す
る
「
絶ア

ガ対
のペ

愛ー

」
を
見
る
。『
無
の
自
覚
的
限

定
』
所
収
「
私
と
汝
」
で
は
、「
ア
ガ
ペ
は
憧
憬
で
は
な
く
し
て
犠

牲
で
あ
る
、
神
の
愛
で
あ
つ
て
人
間
の
愛
で
は
な
い
、
神
か
ら
人
間

に
下
る
こ
と
で
あ
つ
て
人
間
か
ら
神
へ
上
る
こ
と
で
は
な
い
」（
六
・

四
二
一
）
と
語
ら
れ
、『
善
の
研
究
』
期
に
は
主
題
と
は
な
ら
な
か

っ
た
、
神
の
側
か
ら
の
世
界
へ
の
脱
自
、
す
な
わ
ち
キ
リ
ス
ト
教
の

「
神ア

ガ

ペ

の
愛
」
が
問
題
に
な
る
。

「
絶
対
の
他
」
の
呼
声
に
応
答
す
る
と
い
う
こ
と

論
文
「
私
と
汝
」
で
は
、
他
の
延
長
と
は
な
り
え
な
い
、
あ
る
い

は
他
を
延
長
と
は
な
し
え
な
い
「
他
」
の
予
感
を
孕
む
も
の
と
し
て

〈
私
〉
が
論
及
さ
れ
る
。「
一
と
他
と
の
間
に
何
等
か
の
媒
介
す
る
も

の
が
あ
つ
て
は
な
ら
な
い
、
自
己
が
自
己
の
中
に
絶
対
の
他
を
含
ん

で
ゐ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」（
六
・
三
八
〇
）。
西
田
の
こ
の
語
り
は
「
自
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に
対
立
す
る
も
の
の
相
互
関
係
は
互
い
に
反
響
し
合
ふ
、
即
ち

応
答
す
る
と
い
ふ
こ
と
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
何
処
ま
で
も

独
立
に
自
己
自
身
を
限
定
す
る
も
の
が
、
自
己
限
定
の
尖
端
に

於
て
相
結
合
す
る
の
が
応
答
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
、
そ
こ
に

は
所
謂
自
他
合
一
と
正
反
対
の
意
味
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
六
・
三
九
二
～
三
九
三
）

西
田
は
こ
こ
で
、
汝
と
見
な
さ
れ
る
「
他
」
が
自
ら
を
表
現
す
る
も

の
だ
と
分
析
し
て
い
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
自
ら
を
表
現
す
る
も
の

に
応
答
す
る
、そ
れ
が
他
を
汝
と
〈
認
め
る
〉
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、

こ
の
応
答
関
係
が
ど
こ
ま
で
も
独
立
に
一
回
的
な
現
在
を
生
き
る
私

と
汝
の
関
係
を
ひ
ら
く
の
で
あ
る
。
現
在
の
私
に
対
す
る
も
の
は
す

べ
て
、
私
に
回
収
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
「
他
」
で
あ
り
、
西
田
は
そ

こ
に
私
・
汝
関
係
の
原
型
を
見
て
い
る
。
し
か
も
、
こ
う
し
た
応
答

関
係
は
「
単
な
る
表
現
の
内
容
と
い
ふ
如
き
も
の
で
は
な
く
し
て
、

私
が
私
の
自
己
限
定
と
し
て
の
事
実
を
、
汝
は
汝
の
自
己
限
定
と
し

て
の
事
実
を
話
し
合
ふ
」（
六
・
四
〇
五
）
と
こ
ろ
に
生
起
す
る
。
自

己
と
他
者
と
の
応
答
関
係
の
み
な
ら
ず
、
西
田
は
現
在
を
生
き
る
自

を
も
つ
自
覚
を
、
私
と
汝
の
人
格
的
な
関
係
か
ら
問
題
と
す
る
と
こ

ろ
に
あ
る
。「
自
己
が
自
己
の
中
に
絶
対
の
他
を
含
ん
で
ゐ
な
け
れ

ば
な
ら
ぬ
、
自
己
が
自
己
の
中
に
絶
対
の
否
定
を
含
ん
で
ゐ
な
け
れ

ば
な
ら
ぬ
。
…
…
私
と
汝
と
を
包
摂
す
る
何
等
の
一
般
者
も
な
い
。

併
し
私
は
汝
を
認
め
る
こ
と
に
よ
つ
て
私
で
あ
り
、
汝
は
私
を
認
め

る
こ
と
に
よ
つ
て
汝
で
あ
る
、
私
の
底
に
汝
が
あ
り
、
汝
の
底
に
私

が
あ
る
、
私
は
私
の
底
を
通
じ
て
汝
へ
、
汝
は
汝
の
底
を
通
じ
て
私

へ
結
合
す
る
の
で
あ
る
、絶
対
に
他
な
る
が
故
に
内
的
に
結
合
す
る
」

（
六
・
三
八
〇
～
三
八
一
）。
西
田
は
〈
私
の
自
己
性
が
拭
い
去
ら
れ

る
絶
対
の
否
定
〉
を
介
し
て
、
私
の
存
在
が
回
復
さ
れ
る
と
語
っ

て
い
る
が
、
注
目
さ
れ
る
べ
き
は
こ
の
否
定
の
場
を
〈「
絶
対
の
他
」

を
汝
と
認
め
る
と
い
う
人
格
的
な
関
係
の
場
〉
以
外
に
は
見
て
い
な

い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

さ
ら
に
、こ
の「
認
め
る
」と
い
う
人
格
的
な
関
係
は
、「
応
答
す
る
」

と
い
う
こ
と
か
ら
問
い
起
こ
さ
れ
るd

。

我
々
に
対
し
絶
対
の
他
と
考
へ
ら
れ
る
も
の
は
自
己
自
身
を
表

現
す
る
も
の
の
意
味
を
有
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
…
…
絶
対
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底
に
汝
を
蔵
し
そ
れ
に
よ
つ
て
私
が
私
自
身
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
か

ら
、私
は
私
の
存
在
そ
の
も
の
の
底
に
無
限
の
責
任
を
有
す
る
」（
六
・

四
二
〇
）。
現
実
の
只
中
に
お
い
て
自
己
を
呼
び
起
こ
す
声
は
、
自

己
の
外
か
ら
な
さ
れ
る
相
対
的
な
声
で
は
な
く
、
ど
こ
ま
で
も
「
応

答
す
る
」
こ
と
を
迫
る
自
己
の
根
底
か
ら
の
声
で
あ
る
。
こ
の
異
他

な
る
呼
声
に
い
か
に
応
え
る
か
と
い
う
責
任
を
わ
れ
わ
れ
は
担
っ
て

い
る
。
と
は
い
え
、
有
限
な
自
己
が
無
限
の
当
為
に
応
え
る
こ
と
は

現
実
に
は
不
可
能
で
あ
り
、
無
限
の
当
為
に
応
え
得
な
い
と
い
う
現

実
は
、
自
己
の
存
在
に
対
す
る
無
限
の
罪
意
識
を
生
む
こ
と
に
な

るe

。
西
田
は
無
限
の
当
為
に
応
え
得
な
い
と
い
う
罪
意
識
（
原
罪
）

に
言
及
す
る
こ
と
で
宗
教
的
次
元
を
ひ
ら
い
て
い
る
。
西
田
に
お
い

て
宗
教
と
は
私
の
存
在
が
問
題
に
な
る
場
で
あ
り
、
汝
の
呼
び
声
に

応
え
得
な
い
自
己
の
自
己
矛
盾
を
問
う
こ
と
で
、
西
田
は
ど
こ
ま
で

も
抽
象
化
・
一
般
化
を
拒
む
具
体
的
な
実
在
世
界
を
問
う
の
で
あ
る
。

「
絶
対
の
他
」
の
呼
声
と
「
絶ア

ガ対
のペ

愛ー

」

自
己
の
根
底
か
ら
響
く
「
絶
対
の
他
」
の
呼
び
声
は
、
無
限
の
責

己
の
自
覚
を
も
、〈
私
・
汝
関
係
〉
と
し
て
捉
え
よ
う
と
し
て
い
る
。

西
田
の
時
間
論
は
永
遠
と
時
間
と
が
パ
ラ
ド
キ
シ
カ
ル
に
現
在
に
お

い
て
交
差
す
る
時
間
論
で
あ
る
が
、
西
田
は
こ
う
し
た
現
在
を
生
き

る
自
己
の
自
覚
が「
過
ぎ
去
っ
た
汝
」と
し
て
過
去
と
向
き
合
い
、〈
ま

さ
に
来
ら
ん
と
す
る
汝
〉
と
し
て
未
来
と
向
き
合
う
人
格
的
な
応
答

関
係
に
基
づ
く
も
の
だ
と
考
え
る
。

我
々
が
自
己
自
身
の
底
に
無
限
の
過
去
を
見
、
更
に
自
己
自
身

の
底
に
於
て
未
来
か
ら
過
去
を
限
定
す
る
と
考
え
得
る
の
も
、

否
、
時
を
否
定
す
る
と
考
へ
得
る
の
も
、
自
己
に
対
す
る
も
の

が
汝
で
あ
る
と
い
ふ
意
味
か
ら
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
…
…

我
々
が
自
己
自
身
の
底
に
絶
対
の
他
と
し
て
汝
を
見
る
と
い
ふ

こ
と
か
ら
、
時
の
限
定
が
始
ま
る
の
で
あ
る
（
六
・
四
一
八
～

四
一
九
）。

自
己
の
出
会
う
一
切
が
「
汝
」
だ
と
語
る
西
田
に
お
い
て
、
自

己
と
は
「
今
、
こ
こ
」
で
無
限
の
応
答
責
任
を
負
っ
た
存
在
で
も

あ
る
。「
自
己
自
身
の
底
に
自
然
を
蔵
す
る
と
云
つ
て
も
、
理
性
を

蔵
す
る
と
云
つ
て
も
、
か
ゝ
る
考
は
出
て
来
な
い
。
…
…
私
自
身
の
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西
田
は
自
ら
の
存
在
を
「
罪
」
と
せ
ざ
る
を
え
な
い
「
絶
対
の

他
」
の
否
定
性
を
問
題
に
す
る
こ
と
で
、
宗
教
的
次
元
を
開
く
と
同

時
に
、「
絶
対
の
他
」
か
ら
生
き
る
自
己
の
脱
自
の
運
動
を
、「
ア
ガ

ペ
」
と
し
て
先
鋭
的
に
描
き
出
す
。
ア
ガ
ペ
ー
と
は
エ
ロ
ス
的
な
自

己
拡
大
と
は
異
な
る
「
神
の
愛
で
あ
つ
て
人
間
の
愛
で
は
な
い
、
神

か
ら
人
間
に
下
る
こ
と
で
あ
つ
て
人
間
か
ら
神
へ
上
る
こ
と
で
は
な

い
」（
六
・
四
二
一
）
絶
対
否
定
の
愛
で
あ
る
。
西
田
は
、
わ
れ
わ
れ

が
他
の
呼
声
に
呼
び
起
こ
さ
れ
、
応
答
し
、
他
を
愛
す
る
そ
の
可
能

根
拠
を
神
の
「
ア
ガ
ペ
」
に
貫
か
れ
た
自
己
の
あ
り
方
に
見
て
い
る
。

そ
れ
は
、『
善
の
研
究
』
期
に
お
い
て
す
で
に
論
及
さ
れ
た
、
愛
を

通
し
た
自
己
の
生
命
の
否
定
的
転
換
で
あ
る
が
、
西
田
は
こ
の
愛
を

「
ア
ガ
ペ
」
と
語
る
こ
と
を
通
し
て
、
こ
の
「
自
己
の
転
換
、
生
命

の
革
新
」
が
、
神
の
徹
底
的
な
自
己
犠
牲
に
基
礎
付
け
ら
れ
た
創
造

の
原
理
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
神
か
ら
人

間
へ
と
至
る
道
は
神
の
徹
底
的
な
自
己
否
定
の
道
で
あ
り
、
西
田
は

受
肉
に
よ
る
救
済
と
十
字
架
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
の
死
を
平
行
に
置

く
シ
ョ
ル
ツ
の
言
葉
を
引
用
す
る
こ
と
で
、「
絶
対
の
他
」
の
否
定

任
を
私
に
課
す
否
定
性
で
あ
る
。
西
田
は
、
こ
う
し
た
他
の
呼
び
声

の
否
定
性
を
「
私
を
殺
す
」（
六
・
四
〇
一
）
も
の
と
も
言
い
換
え
て

い
る
。
自
己
の
存
在
の
底
部
で
働
く
絶
対
の
否
定
は
、
私
に
よ
っ
て

回
収
さ
れ
る
こ
と
を
拒
む
〈
他
の
呼
声
〉
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、「
自

己
に
於
て
」
見
ら
れ
る
「
他
」
は
未
だ
「
客
観
的
精
神
」
や
「
宇
宙

的
精
神
」
と
い
っ
た
自
己
拡
大
の
方
向
に
向
か
い
う
る
可
能
性
を
残

し
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
は
、「
自
己
に
於
て
絶
対
の
他
を
見
る
」

と
い
う
述
定
は
未
だ
不
十
分
で
あ
りf
、
西
田
は
「
自
己
拡
大
と
反
対

の
意
味
に
於
て
自
己
の
中
に
絶
対
の
他
を
見
る
」（
六
・
四
二
四
）
自

己
の
自
覚
を
、「
絶
対
の
他
に
お
い
て
自
己
を
見
る
」
と
い
う
定
式

で
取
り
上
げ
よ
う
と
す
る
。

自
己
自
身
の
底
に
絶
対
の
他
を
見
る
と
い
ふ
こ
と
の
逆
に
絶
対

の
他
に
於
て
自
己
を
見
る
と
い
ふ
意
味
に
於
て
の
み
、
真
に
自

己
自
身
の
底
に
原
罪
を
蔵
し
、
自
己
の
存
在
そ
の
も
の
を
罪
と

す
る
人
格
的
自
己
と
い
ふ
も
の
が
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ

こ
に
キ
リ
ス
ト
教
の
所
謂
ア
ガ
ペ
の
意
味
が
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
（
六
・
四
二
四
）。
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お
わ
り
に

西
田
の
語
る
歴
史
的
世
界
は
、
私
と
汝
の
応
答
関
係
に
よ
っ
て
新

た
に
創
造
さ
れ
て
ゆ
く
世
界
で
あ
る
。
こ
の
「
新
た
に
」
と
い
う
と

こ
ろ
で
歴
史
は
ひ
ら
か
れ
、
絶
対
者
の
自
己
無
化
と
し
て
の
ア
ガ
ペ

ー
に
お
い
て
そ
れ
が
可
能
と
な
る
。
ア
ガ
ペ
ー
と
は
絶
対
者
が
自
ら

を
否
定
す
る
絶
対
の
無
へ
の
動
性
で
あ
り
、
絶
対
が
自
ら
の
う
ち
に

無
を
含
み
、
相
対
へ
と
自
ら
を
翻
す
、
無
へ
の
動
性
で
も
あ
る
。
西

田
は
こ
の
絶
対
者
に
よ
る
無
へ
の
動
性
を
通
し
て
、
そ
れ
自
体
で
は

結
び
つ
く
こ
と
の
な
い
自
由
な
る
人
格
と
人
格
が
切
り
結
ば
れ
る
と

考
え
て
い
る
。
西
田
の
語
る
世
界
は
、「
絶ア

ガ

ペ

ー

対
の
愛
」
に
基
礎
づ
け

ら
れ
た
世
界
で
あ
り
、
そ
れ
は
あ
る
意
味
で
は
「
純
粋
経
験
の
事
実

が
唯
一
の
実
在
で
あ
つ
て
神
は
そ
の
統
一
」（
一
・
一
八
九
）
と
語
る

『
善
の
研
究
』
の
議
論
を
よ
り
推
し
進
め
た
も
の
と
見
る
こ
と
が
で

き
る
。

し
か
し
同
時
に
、
西
田
は
『
善
の
研
究
』
の
議
論
を
展
開
さ
せ
、

最
晩
年
に
は
堕
罪
と
贖
罪
、
創
造
と
救
済
、
否
定
と
肯
定
と
を
切
り

性
と
ア
ガ
ペ
ー
を
並
置
す
る
。

D
ie M

enschw
erdung G

ottes. In der C
hristuserscheinung. 

U
nd w

elch eine M
enschw

erdung! Bis zum
 Tode am

 K
reuz. 

So m
anifestiert sich die G

ottesliebe.

（
神
の
受
肉
。
キ
リ
ス

ト
の
現
わ
れ
に
お
い
て
。
な
ん
と
い
う
受
肉
！
十
字
架
に
お
け

る
死
に
至
る
ま
で
。
こ
の
よ
う
に
し
て
神
の
愛
は
顕
わ
に
な
る

の
で
あ
るg

）（
六
・
四
二
一
～
四
二
二
）。

後
期
西
田
哲
学
は
、
私
と
汝
が
織
り
な
す
具
体
的
な
歴
史
的
世
界

を
、
神
の
受
肉
（
ア
ガ
ペ
ー
に
よ
る
神
の
無
化
）
か
ら
語
り
出
す
こ

と
に
な
るh

。
し
か
し
そ
れ
は
、
私
・
汝
関
係
を
離
れ
て
超
越
的
な
神

が
ど
こ
か
に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
む
し
ろ
私
・
汝
の
関
係

に
お
い
て
、
そ
の
関
係
を
ひ
ら
く
働
き
と
し
て
神
の
ア
ガ
ペ
ー
が
強

調
さ
れ
る
。
神
の
ア
ガ
ペ
ー
は
自
己
性
・
主
体
性
が
一
切
拭
い
去
ら

れ
た
場
を
ひ
ら
く
と
い
う
意
味
で
、自
己
の
お
い
て
は
「
絶
対
の
他
」

で
あ
り
、
同
時
に
絶
対
者
が
自
ら
を
否
定
す
る
と
い
う
意
味
で
「
絶

対
の
無
」
と
言
う
こ
と
が
で
き
るi

。
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（
十
一
・
四
六
二
）。

夥
し
い
数
の
人
間
が
殺
さ
れ
、
そ
れ
を
物
見
遊
山
に
楽
し
む
聴
衆

の
只
中
に
キ
リ
ス
ト
は
立
ち
、
夥
し
い
数
の
人
間
を
虐
殺
し
た
大
審

問
官
を
前
に
し
て
、
黙
し
て
こ
の
大
審
問
官
に
接
吻
を
す
る
。
世
界

が
悪
魔
的
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
そ
こ
で
は
自
ら
を
無
に
し
て
世
界

に
寄
り
添
い
、
そ
れ
に
接
吻
す
る
神
の
ア
ガ
ペ
ー
が
貫
徹
さ
れ
て
ゆ

く
。
西
田
は
「
神
の
愛
」
を
論
理
的
に
突
き
詰
め
て
考
究
す
る
中
で
、

破
壊
と
創
造
を
繰
り
返
す
悪
魔
的
な
世
界
と
そ
れ
を
も
黙
し
て
救
済

す
る
「
神
の
愛
」
を
語
る
論
理
を
構
築
し
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
。

註

1
	

西
田
幾
多
郎
の
著
作
の
引
用
お
よ
び
参
照
は
、
下
村
寅
太
郎
他
編
『
西

田
幾
多
郎
全
集
』（
全
十
九
巻
）、
岩
波
書
店
、
一
九
六
五
～
一
九
六
六

年
（
第
二
版
）
に
基
づ
く
。
引
用
と
参
照
に
関
し
て
は
、
た
と
え
ば
第

六
巻
一
頁
の
場
合
は
、（
六
・
一
）
の
よ
う
に
、
本
文
中
に
典
拠
箇
所
の

巻
数
と
頁
数
を
示
す
。

2
	

西
田
は
西
谷
啓
治
に
宛
て
た
書
簡
の
中
で（
一
九
四
三
年
二
月
一
九
日
）

結
ぶ
論
理
と
し
て
愛
論
を
構
築
し
て
ゆ
く
。
神
は
「
極
悪
に
ま
で
下

り
得
る
神
」（
十
一
・
四
〇
四
）
と
語
ら
れ
、
よ
り
キ
リ
ス
ト
教
の
根

幹
に
触
れ
る
議
論
の
中
で
、
西
田
は
歴
史
的
世
界
を
問
題
に
し
て
ゆ

く
の
で
あ
る
。
西
田
は
「
場
所
的
論
理
と
宗
教
的
世
界
観
」
の
最
後

で
、
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
『
カ
ラ
マ
ー
ゾ
フ
の
兄
弟
』
の
「
大
審

問
官
」
に
お
い
て
無
言
の
ま
ま
老
審
問
官
に
近
づ
い
て
接
吻
す
る
キ

リ
ス
ト
の
姿
を
も
っ
て
、
神
の
ア
ガ
ペ
ー
を
語
る
。
一
五
世
紀
の
ス

ペ
イ
ン
の
セ
ヴ
ィ
リ
ヤ
、
毎
日
夥
し
い
数
の
異
端
者
が
焚
殺
さ
れ
る

時
代
に
、
そ
れ
を
物
見
遊
山
に
観
察
す
る
聴
衆
の
只
中
で
、
キ
リ
ス

ト
は
人
知
れ
ず
に
現
わ
れ
、
密
や
か
に
奇
跡
を
行
な
う
。
そ
れ
に
気

づ
い
た
大
審
問
官
は
キ
リ
ス
ト
を
捕
ら
え
、
キ
リ
ス
ト
を
徹
底
的
に

批
判
し
な
じ
る
の
で
あ
る
。

「
何
故
今
に
な
つ
て
、
我
々
の
邪
魔
を
し
に
来
た
か
、
明
日

は
お
前
を
烙
き
殺
し
て
く
れ
る
」
と
云
ふ
の
だ
。
之
に
対

し
、
キ
リ
ス
ト
は
終
始
一
言
も
云
は
な
い
、
恰
も
影
の
如
く
で

あ
る
。
そ
の
翌
日
釈
放
せ
ら
れ
る
時
、
無
言
の
ま
ゝ
突
然
老

審
問
官
に
近
づ
い
て
接
吻
し
た
。
老
人
は
ぎ
く
り
と
な
っ
た
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5
	

前
掲
書
。

6
	

田
中
裕
「
無
の
場
所
と
人
格
―
―
西
田
哲
学
と
キ
リ
ス
ト
教
の
接
点
」、

『
理
想
』
第
六
八
一
号
、
二
〇
〇
八
年
、
一
六
三
頁
。

7
	

西
田
は
む
し
ろ
デ
ィ
オ
ニ
ュ
シ
オ
ス
や
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
な
ど
新
プ
ラ
ト

ン
主
義
の
思
想
家
を
挙
げ
て
神
の
統
一
作
用
に
つ
い
て
言
及
す
る
。「
純

粋
経
験
の
事
実
が
唯
一
の
実
在
で
あ
つ
て
神
は
そ
の
統
一
で
あ
る
と
す

れ
ば
、
神
の
性
質
及
世
界
と
の
関
係
も
す
べ
て
我
々
の
純
粋
経
験
の
統

一
即
ち
意
識
統
一
の
性
質
及
之
と
其
内
容
と
の
関
係
よ
り
知
る
こ
と
が

で
き
る
。
先
づ
我
々
の
意
識
統
一
は
見
る
こ
と
も
で
き
ず
、
聞
く
こ
と

も
で
き
ぬ
、
全
く
知
識
の
対
象
と
な
る
こ
と
は
で
き
ぬ
。
一
切
は
之
に

由
り
て
成
立
す
る
が
故
に
一
切
を
超
越
し
て
居
る
。
…
…
仏
教
は
い
ふ

に
及
ば
ず
、
中
世
哲
学
に
於
て
デ
ィ
オ
ニ
シ
ュ
ー
スD

ionysius

一
派

の
所
謂
消
極
的
神
学
が
神
を
論
ず
る
に
否
定
を
以
て
し
た
の
も
こ
の
面

影
を
写
し
た
の
で
あ
る
」（
一
・
一
八
九
～
九
〇
）。こ
う
し
た
流
れ
は『
自

覚
に
於
る
直
観
と
反
省
』（
一
九
一
七
年
）
で
は
、「
意
志
に
於
て
我
々

は
認
識
の
世
界
を
超
越
し
て
実
在
全
体
を
統
一
す
る
と
考
へ
る
こ
と
が

で
き
る
」（
二
・
二
六
二
）
と
言
わ
れ
る
絶
対
自
由
意
志
の
思
想
に
発
展

し
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
。
今
義
博
「
西
田
哲
学
と
中
世
の
新
プ
ラ
ト
ン

主
義
―
―
偽
デ
ィ
オ
ニ
ュ
シ
オ
ス
と
エ
リ
ウ
ゲ
ナ
」『
新
プ
ラ
ト
ン
主

義
研
究
』
第
六
号
、
二
〇
〇
六
年
は
、
特
に
中
期
西
田
哲
学
に
対
す
る

「
禅
と
い
ふ
も
の
は
真
に
現
実
把
握
を
生
命
と
す
る
も
の
で
は
な
い
か

と
お
も
ひ
ま
す　

私
は
こ
ん
な
こ
と
不
可
能
で
は
あ
る
が
何
と
か
し
て

哲
学
と
結
合
し
た
い　

こ
れ
が
私
の
三
〇
代
か
ら
の
念
願
で
御
座
い
ま

す
」（
十
九
・
二
二
五
）
と
語
っ
て
い
る
。
西
田
は
「
真
に
現
実
把
握
を

生
命
と
す
る
も
の
」
を
「
禅
」
と
表
現
し
、
哲
学
と
禅
に
共
通
の
課
題

を
見
よ
う
と
す
る
。「
早
く
か
ら
実
在
は
現
実
そ
の
ま
ゝ
の
も
の
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
、
所
謂
物
質
の
世
界
と
い
ふ
如
き
も
の
は
此
か
ら
考

へ
ら
れ
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
と
い
ふ
考
を
有
つ
て
ゐ
た
」（
一
・
七
）
と

『
善
の
研
究
』
の
再
々
版
の
序
（
一
九
三
六
）
で
語
ら
れ
る
よ
う
に
、「
現

実
」
を
把
握
す
る
と
い
う
こ
と
が
西
田
に
お
い
て
は
「
実
在
」
を
把
握

す
る
こ
と
と
一
つ
に
な
っ
て
い
る
。

3
	

本
稿
で
は
、
小
川
圭
治
の
「
西
田
哲
学
と
キ
リ
ス
ト
教
の
対
話
」
の
四

区
分
を
踏
襲
し
つ
つ
、
そ
の
第
一
期
と
第
二
期
を
取
り
上
げ
た
。
小
川

は
、
第
一
期
を
『
善
の
研
究
』（
一
九
一
一
年
）
の
執
筆
期
、
第
二
期

を『
無
の
自
覚
的
限
定
』（
一
九
三
二
年
）か
ら『
哲
学
論
文
集
一
、二
、三
』

（
一
九
三
二
年
）、第
三
期
を
『
実
践
哲
学
序
論
』（
一
九
四
〇
年
）
以
降
、

第
四
期
を
遺
稿
論
文「
場
所
的
論
理
と
宗
教
的
世
界
観
」（
一
九
四
六
年
）

と
区
分
し
て
い
る
（
小
川
圭
治
「
西
田
哲
学
と
キ
リ
ス
ト
教
」、『
西
田

哲
学
へ
の
問
い
』、
岩
波
書
店
、
一
九
九
〇
年
、
二
四
二
～
二
七
九
頁
）。

4
	

前
掲
書
。
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愛
は
脱
我
的
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
愛
す
る
も
の
が
自
分
自
身
に
属
す
る

こ
と
を
許
さ
ず
、
自
ら
を
出
て
愛
さ
れ
る
も
の
に
属
さ
し
め
る
。
こ
の

こ
と
が
示
さ
れ
る
の
は
、
上
級
の
も
の
は
下
級
の
も
の
へ
の
配
慮
に

よ
り
、
同
級
の
も
の
は
相
互
の
結
び
つ
き
に
よ
り
、
下
級
の
も
の
は

よ
り
神
に
似
る
も
の
に
な
っ
て
高
位
の
も
の
に
向
か
う
こ
と
に
よ
っ

て
、
常
に
愛
す
る
相
手
の
も
の
に
成
っ
て
ゆ
く
と
い
う
こ
と
に
よ
る
の

で
あ
る
。
そ
こ
で
偉
大
な
る
パ
ウ
ロ
は
神
の
愛
に
心
を
奪
わ
れ
そ
の
脱

我
的
力
に
あ
ず
か
っ
て
神
に
浸
り
き
っ
た
口
で
こ
う
語
っ
た
。『
生
き

て
い
る
の
は
、
も
は
や
私
で
は
な
い
。
私
の
な
か
に
キ
リ
ス
ト
が
生
き

て
い
る
の
だ
』（
ガ
ラ
二
章
二
〇
節
）。
彼
が
こ
う
語
っ
た
の
は
真
に
愛

す
る
も
の
と
し
て
、
す
な
わ
ち
彼
が
自
ら
い
う
よ
う
に
神
に
お
い
て
正

気
を
失
っ
た
も
の
と
し
て
語
っ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
彼
は
も
は

や
彼
自
身
の
生
命
を
生
き
る
の
で
は
な
く
、
愛
す
る
神
の
ど
こ
ま
で

も
愛
す
べ
き
生
命
を
生
き
る
も
の
と
な
っ
た
の
で
あ
る
」（
熊
田
陽
一

郎
訳
「
神
名
論
」『
キ
リ
ス
ト
教
神
秘
主
義
著
作
集
』
第
一
巻
、
教
文

館
、
一
九
九
二
、一
八
三
～
一
八
四
頁
〔D

e divinis nom
inibus, 712A

, 

168–70

）。
デ
ィ
オ
ニ
ュ
シ
オ
ス
の
エ
ロ
ス
論
に
関
し
て
は
、袴
田
渉「
神

名
と
し
て
の
エ
ロ
ス
―
―
デ
ィ
オ
ニ
ュ
シ
オ
ス
の
エ
ロ
ス
論
」（
中
世

思
想
研
究
所
主
催
『
中
世
に
お
け
る
愛
の
諸
相
』
二
〇
一
五
年
十
一
月

二
十
二
日
於
上
智
大
学
）
か
ら
大
い
に
示
唆
を
受
け
た
。

デ
ィ
オ
ニ
ュ
シ
オ
ス
と
エ
リ
ウ
ゲ
ナ
の
影
響
を
西
田
哲
学
の
根
本
思
想

か
ら
取
り
上
げ
て
い
る
。

8
	

西
田
は
知
と
愛
を
「
同
一
の
精
神
作
用
」
と
言
及
し
な
が
ら
も
、
し
か

し
両
者
を
全
く
区
別
な
く
使
用
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。知
と
愛
は
、

そ
れ
が
対
象
と
す
る
も
の
の
相
違
に
よ
り
区
別
さ
れ
る
と
考
え
て
い

る
。
西
田
に
よ
れ
ば
、知
が
非
人
格
的
対
象
を
志
向
す
る
の
に
対
し
て
、

愛
は
人
格
的
対
象
を
志
向
す
る
。
そ
の
限
り
で
、「
非
人
格
的
対
象
の

知
識
」
で
あ
る
知
よ
り
も
「
人
格
的
対
象
の
知
識
」（
一
・
一
九
八
）
で

あ
る
愛
の
優
位
性
が
強
調
さ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
西
田
に
お
い
て
「
宇

宙
実
在
の
本
体
は
人
格
的
の
者
」（
一
・
一
九
九
）
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ

の
意
味
で
は
、
非
人
格
的
対
象
に
向
か
う
知
よ
り
も
人
格
的
対
象
に
向

か
う
愛
が
上
位
に
置
か
れ
る
の
は
当
然
で
あ
り
、
こ
こ
に
西
田
独
自
の

視
点
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
愛
と
は「
実
在
の
本
体
を
捕
捉
す
る
力
」

（
一
・
一
九
九
）
で
あ
り
（
逆
に
言
え
ば
、
本
体
に
よ
る
自
ら
と
人
間
を

結
び
つ
け
る
統
一
力
）、
そ
の
意
味
で
「
物
の
最
も
深
き
知
識
」「
知
の

極
点
」（
一
・
一
九
九
）
で
あ
る
。
学
問
や
道
徳
の
完
成
が
宗
教
に
見
ら

れ
て
い
た
よ
う
に
、こ
こ
で
は
知
の
完
成
が
「
愛
」
に
見
ら
れ
て
い
る
。

9
	

西
田
が
そ
の
前
期
中
期
に
特
に
新
プ
ラ
ト
ン
主
義
的
伝
統
か
ら
影
響
を

受
け
て
い
た
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
り
、
特
に
前
期
西
田
の
愛
論
は

デ
ィ
オ
ニ
ュ
シ
オ
ス
の
エ
ロ
ス
論
と
酷
似
し
て
い
る
。「
さ
ら
に
神
の
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い
う
性
格
を
有
し
て
い
る
。
他
方
で
、
後
期
西
田
の
転
換
点
と
も
な
る

「
弁
証
法
的
一
般
者
」
と
い
う
術
語
は
見
ら
れ
な
い
も
の
の
、『
無
の
自

覚
的
限
定
』
所
収
「
私
と
汝
」（
第
八
論
文
）
は
す
で
に
後
期
の
諸
問

題
を
内
包
し
た
論
文
と
し
て
見
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
上
田
閑
照
は

論
文
「
私
と
汝
」
の
性
格
を
踏
ま
え
、「『
私
と
汝
』
に
お
い
て
、『
場

所
』
か
ら
歴
史
的
実
在
と
し
て
の
『
弁
証
法
的
世
界
』
へ
と
具
体
化
し

て
ゆ
く
諸
要
素
が
既
に
現
在
化
し
て
お
り
、
西
田
の
思
索
は
、
西
田
哲

学
最
終
形
態
の
骨
組
み
と
な
る
『
弁
証
法
的
一
般
者
と
し
て
の
世
界
』

に
向
か
っ
て
大
き
な
歩
み
を
進
め
て
ゆ
く
」（
上
田
閑
照
「
解
説
」、
上

田
閑
照
編
『
西
田
幾
多
郎
哲
学
論
集
Ⅰ
』、
岩
波
書
店
、
一
九
八
七
年
、

三
七
一
～
三
七
二
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。

c
	

「
絶
対
の
他
」
と
い
う
術
語
は
、『
無
の
自
覚
的
限
定
』
所
収
の
限
ら
れ

た
論
文
（「
自
由
意
志
」、「
私
と
汝
」、「
生
の
哲
学
に
つ
い
て
」）
の
中

で
集
中
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。「
絶
対
の
他
」
は
『
無
の
自
覚
的
限

定
』
で
は
個
が
個
に
対
す
る
そ
の
瞬
間
を
鋭
く
際
立
て
て
説
明
す
る
際

に
用
い
ら
れ
る
が
、
と
り
わ
け
自
己
の
自
覚
構
造
を
説
明
す
る
も
の
と

し
て
「
自
己
に
於
て
絶
対
の
他
を
見
、絶
対
の
他
に
於
て
自
己
を
見
る
」

と
定
式
化
さ
れ
る
。

d
	

私
と
汝
の
応
答
関
係
を
主
題
と
し
、
こ
こ
に
西
田
の
他
者
論
の
転
換
を

見
る
論
文
と
し
て
、
熊
谷
征
一
郎
「
西
田
他
者
論
に
お
け
る
転
回
―
―

0
	

論
文
「
叡
知
的
世
界
」
は
中
期
西
田
哲
学
を
代
表
す
る
哲
学
論
文
で
あ

る
と
同
時
に
、
西
田
の
立
場
か
ら
プ
ラ
ト
ン
以
来
の
西
欧
形
而
上
学
の

基
礎
づ
け
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。
西
田
は
、
真
・
善
・
美
の
イ
デ
ア

を
知
的
に
直
観
す
る
形
而
上
学
を
越
え
て
、
更
に
そ
こ
か
ら
超
越
的
主

観
と
し
て
の
神
の
立
場
を
も
超
え
た
宗
教
的
世
界
観
を
同
論
文
に
お
い

て
提
示
し
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
論
文
「
叡
知
的
世
界
」
は
中
期

西
田
哲
学
に
お
け
る
宗
教
論
と
い
う
側
面
を
も
ち
、
小
坂
国
継
は
『
西

田
哲
学
と
宗
教
』、
大
東
出
版
社
、
一
九
九
四
年
、
一
九
九
～
二
二
一

頁
で
同
論
文
を
西
田
中
期
の
宗
教
論
と
位
置
づ
け
て
い
る
。

a
	

「
道
徳
的
自
己
が
あ
る
と
云
ふ
こ
と
は
、
自
己
を
不
完
全
と
し
て
何
処

ま
で
も
理
想
を
求
め
る
こ
と
で
あ
り
、
良
心
が
鋭
く
な
れ
ば
な
る
程
、

自
己
を
悪
と
感
ず
る
の
で
あ
る
。
か
ゝ
る
矛
盾
を
越
え
て
真
に
自
己
の

根
柢
を
見
る
に
は
宗
教
的
解
脱
に
入
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
徹
底
的

に
自
己
を
否
定
す
る
こ
と
よ
つ
て
自
己
の
根
柢
を
知
る
の
で
あ
る
。
そ

の
境
地
に
於
て
は
善
も
な
け
れ
ば
悪
も
な
い
」。（
五
・
一
七
二
）

b
	

『
無
の
自
覚
的
限
定
』
は
、
西
田
が
序
に
お
い
て
「『
働
く
も
の
か
ら
見

る
も
の
へ
』
の
後
編
か
ら
『
一
般
者
の
自
覚
的
体
系
』
を
通
じ
て
、
紆

余
曲
折
を
極
め
た
私
の
考
は
、
此
書
に
於
て
粗
笨
な
が
ら
一
先
づ
そ
の

終
に
達
し
た
か
と
思
ふ
」（
六
・
一
〇
）
と
語
る
よ
う
に
、中
期
の
思
索
、

と
り
わ
け
場
所
の
立
場
が
成
立
し
て
以
降
の
西
田
の
思
索
の
終
着
点
と
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の
働
き
は
我
々
を
超
越
し
た
働
き
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
」
と

語
り
、
さ
ら
に
、「
こ
の
否
定
の
働
き
が
、
単
な
る
相
対
的
な
否
定
で

あ
る
な
ら
ば
、
私
に
と
っ
て
の
否
定
と
な
り
、〈
私
に
と
っ
て
〉
と
い

う
自
己
性
が
ど
こ
ま
で
も
付
き
ま
と
い
、
結
局
の
と
こ
ろ
自
ら
を
越
え

出
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
主
張
し
て
い
る
（
白
井
雅
人
「
否
定
性
と

当
為
―
―
後
期
西
田
哲
学
の
展
開
に
向
け
て
」『
西
田
哲
学
会
年
報
』

第
四
号
、
二
〇
〇
七
年
、
一
四
六
頁
）。

g
	

括
弧
内
、
訳
は
筆
者
。H

einrich Scholz, Eros und C
aritas: D

ie 

platonische Liebe und D
ie Liebe im

 Sinne D
es Christentum

s. H
alle: 

M
ac N

iem
eyer Verlag, 1929, S.49.　

Ｈ
・
シ
ョ
ル
ツ
（
一
八
八
四
～

一
九
五
六
）
は
一
九
二
〇
年
代
か
ら
三
〇
年
代
に
か
け
て
の
バ
ル
ト
の

対
論
相
手
、
共
同
研
究
者
と
な
っ
た
宗
教
哲
学
者
で
あ
り
、
ド
イ
ツ
で

最
初
に
数
理
哲
学
の
教
授
に
も
な
っ
た
人
物
で
あ
る
。
一
九
三
二
年
に

執
筆
さ
れ
た
「
私
と
汝
」
に
お
い
て
、
一
九
二
九
年
に
刊
行
さ
れ
た
同

書
が
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
鑑
み
て
も
、
西
田
の
キ
リ
ス
ト
教
へ
の

関
心
の
高
さ
が
伺
え
る
。

h
	

西
田
は
シ
ョ
ル
ツ
の
引
用
の
後
で
す
ぐ
に
、「
ア
グ
ス
チ
ヌ
ス
が
神
の

愛
に
よ
つ
て
私
が
私
で
あ
る
も
の
で
あ
る
と
言
う
如
く
、
神
の
愛
に
よ

つ
て
私
が
真
の
私
で
あ
る
の
で
あ
る
」
と
続
け
、
自
ら
の
自
覚
の
議

論
が
ア
ガ
ペ
に
基
礎
付
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す

共
感
的
一
致
か
ら
応
答
的
結
び
つ
き
へ
」『
西
田
哲
学
会
年
報
』第
二
号
、

二
〇
〇
五
年
が
あ
る
。

e
	

西
田
は
「
絶
対
の
他
」
が
二
つ
様
相
を
も
っ
て
自
己
の
存
在
底
部
で
自

己
を
否
定
す
る
と
考
え
る
。
一
つ
は
無
限
の
当
為
で
あ
り
、
も
う
一
つ

は
宗
教
的
な
罪
悪
で
あ
る
。「
道
徳
的
に
は
わ
れ
わ
れ
は
有
限
な
る
自

己
の
中
に
無
限
の
当
為
を
蔵
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
人
格
と
考
へ
ら
れ
、

宗
教
的
に
は
罪
の
意
識
な
く
し
て
人
格
と
い
ふ
も
の
は
考
へ
ら
れ
な
い

と
云
は
れ
る
。
併
し
我
々
の
人
格
的
自
己
は
何
故
に
斯
く
考
へ
ら
れ

ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
我
々
の
自
己
自
身
の
底
に
絶
対

の
他
を
蔵
す
る
と
い
ふ
こ
と
を
意
味
す
る
に
外
な
ら
な
い
。
自
己
自
身

の
底
に
蔵
す
る
絶
対
の
他
と
考
へ
ら
れ
る
も
の
が
絶
対
の
汝
と
い
ふ
意

義
を
有
す
る
が
故
に
、
我
々
は
自
己
の
底
に
無
限
の
責
任
を
感
じ
、
自

己
の
存
在
そ
の
も
の
が
罪
悪
と
考
へ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
我
々

は
い
つ
も
自
己
自
身
の
底
に
深
い
不
安
と
恐
怖
と
を
蔵
し
、
自
己
意
識

が
明
と
な
れ
ば
な
る
程
、
自
己
自
身
の
罪
を
感
ず
る
の
で
あ
る
（
六
・

四
一
九
～
四
二
〇
）。
自
己
に
無
限
の
責
任
を
負
わ
せ
、
自
己
に
罪
悪

を
呼
び
お
こ
す
も
の
が
西
田
の
語
る
「
汝
」
で
あ
る
。

f
	

白
井
雅
人
は
「〈
私
と
汝
〉
が
対
す
る
現
場
を
離
れ
て
超
越
的
な
神
が

ど
こ
か
に
い
る
わ
け
で
は
な
い
」
と
強
調
し
な
が
ら
も
、
こ
の
否
定
の

働
き
が
他
者
と
の
関
係
の
場
を
ひ
ら
い
て
い
る
と
い
う
点
で
、「
否
定
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る
。
西
田
の
自
覚
と
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
愛
論
を
展
開
す
る
議
論
と

し
て
、
小
浜
善
信
「
西
田
幾
多
郎
の
哲
学
（
五
）
―
―
西
田
の
ア
ウ
グ

ス
テ
ィ
ヌ
ス
論
：
愛
の
哲
学
」『
神
戸
外
大
論
叢
』
第
六
〇
巻
二
号
、

二
〇
〇
九
年
が
あ
る
。

i
	

西
田
は
「
我
々
の
底
か
ら
我
々
を
限
定
す
る
絶
対
の
他
と
考
へ
ら
れ
る

も
の
は
、歴
史
的
限
定
の
意
義
を
有
つ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

神
は
歴
史
の
底
に
自
己
自
身
を
啓
示
す
る
の
で
あ
る
」（
六
・
四
二
六
）

と
語
っ
て
い
る
が
、
神
が
歴
史
を
通
じ
て
自
ら
を
啓
示
す
る
こ
と
そ
れ

自
体
を
「
ア
ガ
ペ
」
と
解
し
て
い
る
。

い
し
い
さ
も
あ 

跡
見
学
園


